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更
新

の
講
義
内
容

15

『
徒
然
草
』
の
注
釈
書
『
徒
然
草
寿
命
院
抄
』〔PD

F

版
〕

『
徒
然
草
』
に
つ
い
て

つ

れ

づ

れ

ぐ

さ

『
徒
然
草
』
は
、
上
下
二
卷
の
随
筆
で
、
著
者
は
、
「
卜
部
兼
好
」
即
ち
兼
好
法
師
、
吉
田
兼
好
と
記
述
さ
れ
る
人

物
で
あ
る
。
書
名
の
表
記
法
も
『
つ
れ

貼
草
』
『
つ
れ

貼
種
』
『
冷
然
草
』
と
表
記
さ
れ
た
り
一
様
で
は
な
い
。
成

立
年
代
は
一
三
三
三
年
と
す
る
が
、
実
は
明
確
な
根
據
と
す
る
資
料
は
な
い
の
が
現
況
で
あ
ろ
う
。
国
語
学
的
に
こ
の

文
献
資
料
を
見
る
に
、
兼
好
自
身
が
培
っ
た
和
文
脈
と
漢
文
脈
と
を
縱
横
自
在
に
駆
使
し
た
個
性
溢
れ
る
美
意
識
な
世

界
観
や
人
間
観
を
こ
の
作
品
中
に
生
み
出
し
て
い
る
。

最
古
の
古
写
本
は
、
正
徹
自
筆
本
〔
静
嘉
堂
文
庫
蔵
〕
で
、
上
卷
に
「
永
享
三
年
三
月
二
十
七
日
」
、
下
卷
に
「
永

享
三
年
卯
月
十
二
日
」
の
奥
書
の
あ
る
書
が
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
流
布
本
の
代
表
と
し
て
は
、
烏
丸
光
弘
本
が
あ

り
、
「
慶
長
癸
丑(

十
八
年
＝
一
六
一
三)

仲
秋
日
、
黄
門
光
弘
」
の
奥
書
の
あ
る
古
活
字
板
が
こ
れ
に
あ
た
る
。
他
古

写
本
と
し
て
は
、
東
常
縁
筆
の
常
縁
本
〔
室
町
時
代
写
、
上
卷
村
田
順
蔵
、
下
卷
吉
田
幸
一
蔵
〕
や
傳
細
川
幽
斎
筆
本

〔
慶
長
頃
写
、
吉
田
幸
一
蔵
〕
が
知
ら
れ
て
い
る
。
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『
徒
然
草
』
の
古
注
釈

１
，
『
徒
然
時
勢
粧
』(

つ
れ
づ
れ
い
ま

よ

う

す

が

た)

七
卷
六
册
。
浮
世
草
子
。
錦
文
流
作
。
自
序
。
享
保
六
年(

一
七
二
一)

正
月
、
大
坂

野
村
長
兵
衛
刊
。
【
翻
刻
】
浮
世
草
子
４

２
，
『
つ
れ

転
草
』(

つ
れ
づ

れ
ぐ
さ)

五
段
。
浄
瑠
璃
。
宇
治
加
賀
掾
正
本
。
【
翻
刻
】
近
松
全
集
１

３
，
『
徒
然
草
寿
命
院
抄
』(

つ
れ
づ
れ
ぐ
さ
じ
ゆ

み
ょ
う
い
ん
し
よ
う)

二
卷
二
冊
。
寿
命
院
立
安(

秦
宗
巴)

著
。
也
足
叟
素
然(

中
院
通
勝)
跋
。

慶
長
九
年
〔
一
六
〇
四
〕
京
都
如
庵
宗
乾
刊
。
秦
宗
巴
〔
一
五
五
〇
―
一
六
〇
七
〕
は
、
和
漢
の
学
に
通
じ
た
仮
名
草

子
作
者
で
あ
り
、
本
業
は
醫
師(

下
卷
奥
書
に
「
此
抄
者
壽
命
院
立
安
法

印

凌
醫
家
救
療
之
暇
廣
見
遠
聞
而
漸
終
篇
予

［
院
］

披
覽
最
竒
之
餘
揮
短
毫
聊
録
事
状
耳
」
と
記
載)

で
あ
っ
た
と
い
う
。
本
書
が
『
徒
然
草
』
の
最
初
の
注
釈
書
と
す
る
。

典
拠
資
料
は
、
百
数
十
種
に
及
ぶ(

※
書
名
は
以
下
の
段
に
示
す)

。
片
仮
名
交
じ
り
の
古
活
字
版
と
し
て
も
慶
長
八
年
刊

行
の
『
太
平
記
』
に
継
ぐ
古
き
も
の
で
あ
り
、
出
版
文
化
の
位
置
づ
け
と
し
て
も
重
要
な
書
物
と
い
え
よ
う
。

４
，
『
徒
然
草
諸
抄
大
成
』(

つ
れ
づ
れ
ぐ
さ
し
よ

し
よ
う
た
い
せ
い)

二
十
卷
。
浅
香
山
井
著
。
貞
享
五
年(

一
六
八
八)

五
月
、
京
都
武
村
新
兵

あ

さ

か

さ

ん

せ

い

衛
ら
四
書
肆
刊
行
。
凡
例
に
「
『
徒
然
草
寿
命
院
抄
』
か
ら
『
徒
然
草
大
全
』
『
徒
然
草
參
考
』
至
る
十
三
種
の
旧
抄

の
諸
説
に
、
聞
書
き
・
自
案
を
加
え
、
一
本
で
諸
抄
の
注
解
を
見
る
」
こ
と
に
努
め
た
注
解
集
書
で
あ
る
。
山
井
は
、

加
賀
前
田
家
綱
紀
に
仕
え
、
国
史
・
国
文
・
神
道
に
通
じ
て
い
た
。

５
，
『
徒
然
草
文
段
抄
』(

つ
れ
づ
れ
ぐ
さ
も

ん
だ
ん
し
よ
う)

七
卷
。
北
村
季
吟
著
。
寛
文
七
年(

一
六
六
七)

十
二
月
初
刊
。
歌
学
者
と
し
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て
『
徒
然
草
』
觀
を
提
示
し
、
松
永
貞
德
同
門
下
で
あ
る
加
藤
磐
齋
の
説
を
引
く
こ
と
が
少
な
い
。

６
，
『
徒
然
睟
が
川
』(

つ
れ
づ
れ

し
が
か
わ)

五
卷
五
冊
。
洒
落
本
。
艶
好
法
師(

睟
［
粋
］
川
子
、
西
村
定
雅)

作
、
耳
鳥
齋
画
。

に
ち
よ
う
さ
い

漱
石(

俳
人)

序
。
天
明
三
年(

一
七
八
三)

正
月
刊
。
大
坂
塩
屋
喜
助
・
京
都
吉
野
屋
勘
兵
衛
・
小
幡
宗
左
衛
門
板
。【
翻

刻
】
洒
落
本
大
成

。
12

７
，
『
つ
れ
づ
れ
の
讃
』(

つ
れ
づ
れ

の

さ

ん)

九
卷
九
冊
。
支
考
著
。
自
序
。
宝
永
八
年(

一
七
一
一)

自
跋(

門
人
、
渡
内
部
狂

…
支
考
の
変
名)

。
京
都
柏
屋
勘
右
衛
門
・
柏
屋
勘
九
郎
刊
。
他
に
風
月
五
郎
左
衛
門
・
小
川
久
兵
衛
刊
の
八
卷
八
冊

本
が
あ
る
。
自
序
に
元
禄
七
年(

一
六
九
四)

二
月
彼
岸
の
日
に
起
筆
す
る
と
あ
る
。

８
，
廣
小
路
家
傳
來
『
徒
然
草
私
註
』
十
二
冊
。
徒
然
草
講
釈
の
聞
書
き
。
事
物
風
習
を
近
世
の
現
況
と
故
実
や
古
歌

に
比
較
し
て
説
明
す
る
な
ど
、
刊
本
の
注
釈
書
類
に
な
い
視
点
が
見
え
る
。
作
品
の
享
受
の
実
態
を
記
録
し
、
風
俗
史

・
國
語
學
資
料
と
し
て
の
魅
力
あ
る
資
料
。

９
，
そ
の
他
。『
野
槌
』(

一
六
二
一)

年
、
林
羅
山
。『
目
覚
草
』
寛
永
二
年(

一
六
二
五)

跋
、
傳
烏
丸
光
廣
。『
鉄
槌
』

(

一
六
四
八)

年
、
青
木
宗
胡
。
『
徒
然
草
古
今
大
意
』(

一
六
五
八)

年
、
大
和
田
気
求
。
等
が
知
ら
れ
て
い
る
。

『
徒
然
草
寿
命
院
抄
』
を
読
む

一一
作
意
ハ
老
佛
ヲ
本
ト
兎
無
常
ヲ
觀
シ
名
聞
ヲ
離
レ
專
ラ
無
爲
ヲ
樂
ン
事
ヲ
勸
メ
傍
ラ
節
序
ノ
風
景
ヲ
翫
ヒ
物
ノ
情
ヲ
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知
ラ
シ
ム
ル
者
乎

卜
部
系
圖

不
比
等

○
大
織
冠
鎌
足
―
意
美
麿
―
清
麿
―
諸
魚
―
智
治
麿
―
日
良
麿
―
豐
宗
―
好
具
―
兼
延
―
兼
忠
―
兼
親
―
兼
政
―
兼
俊

―
兼
康
―
兼
貞
―
兼
茂
―
兼
名
―
兼
顯

―
兼
好

兼
直
―
兼
藤
―
―

―
兼
益
―
兼
夏
―
兼
豐
―
兼
凞
―
兼
敦
―
兼
富
―
兼
名
―
兼
倶
―
兼
致
―
兼
滿
―
兼
右
―
兼
見

一
つ
れ

貼
な
る
ま
ゝ
に
・
日
く
ら
し
硯
に
む
か
ひ
て
・
心
に
う
つ
ろ
ゆ
く
よ
し
な
し
こ
と
を
そ
こ
は
か
と
な
く
書
つ

く
れ
は
・
あ
や
し
う
こ
そ
物
く
る
を
し
け
れ
・

此
マ
テ
ハ
・
此
草
子
ノ
序
分
也
・
序
ト
ハ
ア
マ
タ
ノ
義
ア
レ
ト
モ
。
緒
也
・
廊
也
ト
テ
蠶
ノ
イ
ト
ク
チ
又
ハ
堂
ヘ
入

テ
マ
ツ
廊
ヘ
入
ル
如
ク
・
其
ノ
書
ヘ
入
ノ
端
ナ
リ
・
編
集
ノ
心
ヲ
・
慨
略
兎
ア
ラ
ハ
ス
ヲ
云
也
・
外
ア
マ
タ
ノ
義
ア
リ

・つ
れ

貼
草
ト
ハ
・
発
端
ノ
辞
ヲ
以
テ
題
号
ト
ス
ル
也
・
然
モ
此
草
子
一
部
ノ
心
ナ
リ

つ
れ

貼
ト
ハ
・
サ
ビ
シ
キ
也
・
草
ト
ハ
・
カ
コ
チ
グ
サ
ワ
ラ
ヒ
草
ナ
ト
云
類
也
・
ツ
レ
ツ
レ
ノ
モ
チ
ア
ツ
カ
ヒ
草
也

・日
く
ら
し
ト
ハ
終
日
也

日
く
ら
し
に
山
路
の
き
の
ふ
時
雨
し
ハ
富
士
乃
髙
ね
の
雪
に
そ
あ
り
け
り

硯
に
む
か
ふ

何
と
な
く
硯
に
む
か
ふ
手
習
よ
人
に
い
ふ
へ
き
お
も
ひ
な
ら
ね
は

風
雅
集
二

心
に
う
つ
り
ゆ
く
ト
ハ
・
ウ
ツ
リ
來
ル
也
・
心
ハ
鏡
ノ
如
ク
万
境
ウ
ツ
リ
來
ル
ト
云
古
來
ノ
夲
説
ア
リ
・
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よ
し
な
し
事
ト
ハ
・
由
來
モ
ナ
キ
ム
サ
ト
シ
タ
ル
事
也
・

そ
こ
は
か
と
な
く
と
は
ソ
コ
ト
モ
ナ
ク
也
・
は
か
ハ
付
字
也
・

神
無
月
風
に
紅
葉
の
散
時
は
そ
こ
は
は
か
と
な
く
物
そ
か
な
し
き

物
く
る
を
し
け
れ
と
ハ
・
物
グ
ル
ワ
シ
ケ
レ
ト
云
也
謙
退
ノ
辞
也
・

こ
の
よ
う
に
仮
名
文
字
で
本
文
を
記
載
し
た
後
に
、
片
仮
名
と
漢
字
で
注
釈
を
施
し
、
引
用
す
る
和
歌
は
仮
名
表
記

を
原
則
と
し
て
い
る
。
文
の
区
切
り
記
号
と
し
て
「
・
」
符
号
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
代
の
漢
字
熟
語
と
異
な
る

熟
語
「
序
分(

序
文)

」
「
慨
略(
概
略)

」
「
謙
退(

倦
怠)

」
の
三
語
が
あ
り
ま
す
。
此
等
に
は
ふ
り
が
な
は
付
し
て
い

ま
せ
ん
。
片
仮
名
語
と
し
て
は
、「
モ
チ
ア
ツ
カ
ヒ
」
即
ち
、「
文
字
扱
ひ
」
の
意
。「
カ
コ
チ
グ
サ
ワ
ラ
ヒ
草
」
は
「
託

種
・
蕨
草
」
と
な
り
ま
す
。
典
拠
資
料
は
、
『
源
氏
物
語
』
『
枕
草
紙
』
『
撰
集
抄
』
『
八
雲
抄
』
『
論
語
』
『
河
海
集
』

［
子
］

［
抄
］

『
事
文
類
聚
』『
尚
書
』『
遊
仙
窟
』『
禁
秘
抄
』『
九
條
殿
遺
戒
』『
和
名
集(

『
倭
名
類
聚
抄
』)

』『
遊
心
集
』『
大
鏡
』

『(

聖
德
太
子)

太
子
傳
』
『
荘
子
』
『
白
氏
文
集
』
『
元
亨
釋
書
』
『
日
本
記
』
『
水
鏡
』
『
井
蛙
抄
』
『
獨
樂
園
記
』
『
文

［
紀
］

選
』
『
白
氏
長
慶
集
』
『
老
子
經
』
『
古
今
集
』
『
新
古
今
集
』
『
梁
塵
秘
抄
』
『
公
事
根
源
』
『
蒙
求
』
『
歳
時
記
』
『
後
撰

集
』『
風
土
記
』『
壒
嚢
鈔
』『
名
目
抄
』『
延
喜
式
』『
花
鳥(

余
情)

』『
一
葉
抄
』『
長
恨
歌
』『
萬
葉
集
』『
榮
花
物
語
』

『
拾
芥
抄
』
『
本
草
海
藥
』
『
本
草
■
經
』
『
古
文
真
寳
』
『
大
智
度
論
』
『
選
擇
集
』
『
伊
勢
物
語
』
『
仁
王
經
』
『
毛
詩
』

『
瑣
碎
録
』
『
吾
妻
鏡
』
『
海
道
記
』
『
神
皇
正
統
記
』
『
藻
塩
草
』
『
本
生
心
地
觀
經
』
『
法
華
經
』
『
平
家
物
語
』
『
假

名
文
字
遣
』
『
續
古
今
集
』
『
世
説(

新
語)

』
『
古
事
談
』
『
源
語
類
聚
』
『
豫
章
文
集
』
『(

摩
訶)

止
觀
』
＝
『
天
台
止

觀
』
『
愚
問
賢
注
』
『
大
學
』
『
法
顯
傳
』
『
淮
南
子
』
『
楊
子
法
言
』
『(
和
漢)

朗
詠(

集)

』
『
説
苑
』
『
相
中
記
』
『
書
言

［
方
］

故
事
』『
匀
會
』『
通
書
大
全
』『
長
暦
』『
韻
府(

群
玉)

』『
本
草(

和
名)

』『
精
進
魚
類

ノ

草
子
』『
玉
篇
』『
六
書
音
義
』

『
手
鑑
』
＝
『
龍
龕
手
鑑
』
『
沙
石
集
』
『
太
平
記
』
『
大
明
一
統
志
』
『
下
繋
辞
』
『
韓
文
』
『
禮
部(

韻
略)

』
『
事
林
廣
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記
』
『
排
韻
』
『
居
家
必
用
』
『
小
學
』
『
帝
範
』
『
三
國
史
』
『
涅
槃
經
』
『
左
傳
』
／
『
下
學
集
』
『
千
載
集
』
『
孟
子
』

『
前
漢
書
』
『
大
日
經
』
『
明
堂
灸
經
』
『
玉
葉
集
』
『
公
卿
補
任
』
『
蔵
乗
法
數
』
『
楚
歳
時
記
』
『
廣
匀
』
『
直
音
』
『
梵

［
韻
］

網
經
』
『
晉
書
』
『
言
行
録
』
『
本
草
衍
義
』
『
無
名
抄
』
『
玉
造
小
野
子
壯
衰
書
』
『
平
家
勘
文
』
『
年
中
行
事
』
『
金
剛

經
』
『
讃
岐
典
侍
日
記
』
『
北
山
抄
』
『
西
宮
記
』
『
政
事
要
略
』
『
西
域
記
』
『
職
源
抄
』
『
通
監(

『
資
治
通
鑑
』)

』
『
聖

濟
總
録
』
『
豐
築
後
統
秋
』
『
首
楞
嚴
經
』
『
十
八
史
略
』
『
臨
濟
録
』
『
性
理
大
全
』
『
遺
教
經
』
『
釋
氏
要
覽
』
『
太
法

皷
經
』
『
報
恩
經
』
『
起
心
論
』
『
華
嚴
經
』(

※
重
複
書
名
は
初
出
の
み
記
載
し
た)

等
の
内
外
の
書
名
が
記
載
さ
れ
そ
の
文

言
引
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
此
外
「
醫
書
ニ
」
「
或
抄
ニ
」
と
い
っ
た
典
拠
書
名
を
明
確
に
示
さ
な
い
注
解
説
明
の
箇
所

も
見
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
書
名
を
列
挙
し
て
説
明
す
る
「
謝
靈
運
ト
ハ
『
内
典
録
』
『
暦
代
寳
記
』
『
開
元
釋
教
録
』

『
貞
兀
録
』
等
ニ
モ
不
載
之
也
」
や
「
『
史
記
』
『
漢
書
』
『
文
書
』
等
ノ
類
也
」
と
云
っ
た
記
載
方
法
も
見
え
て
い
ま

す
。

此
書
を
覆
製
刊
行
し
、
解
説
を
加
え
た
川
瀬
一
馬
氏
は
、
こ
の
書
物
の
な
か
で
、
「
殊
に
論
語
集
解
を
以
て
注
解
を
施

し
て
ゐ
る
一
方
、
性
理
大
全
な
ど
を
引
用
し
て
ゐ
る
の
は
注
意
す
可
き
事
で
あ
る
と
思
ふ
。

佛
書
、
醫
書
に
至
つ
て

は
、
著
者
の
最
も
得
意
と
す
る
處
で
あ
つ
て
、
其
の
引
用
注
解
も
親
切
を
極
め
て
ゐ
る
。
」
〔
解
説

⑩
〕
と
指
摘
す

11

る
と
こ
ろ
で
す
。

次
に
こ
の
書
物
で
國
語
學(

特
に
古
辞
書
研
究
か
ら)

の
注
目
す
る
箇
所
を
記
し
て
お
き
ま
す
。

ま
ず
、
古
辞
書
と
し
て
『
和
名
集
』
は
、
源
順
『
倭
名
類
聚
抄
』
か
ら
の
引
用
で
す
。
此
に
つ
い
て
は
時
間
が
許
せ

ば
調
査
報
告
し
ま
す
。
こ
こ
で
室
町
時
代
に
本
邦
で
編
纂
さ
れ
た
古
辞
書
類
に
つ
い
て
絞
っ
て
見
ま
す
が
、『
下
學
集
』

（
下
卷
の
み
三
例
）
と
『
壒
嚢
鈔
』
（
上
下
巻
に
引
用
）
の
二
種
が
引
用
の
書
物
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
此
等

以
外
の
『
節
用
集
』
類
な
ど
の
古
辞
書
が
引
用
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
留
意
し
て
お
き
た
い
事
柄
で
し
ょ
う
。
こ
の
こ

と
を
踏
ま
え
て
、
上
記
二
種
の
古
辞
書
引
用
箇
所
を
分
析
し
て
お
き
ま
す
。
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１
、
『
下
學
集
』
か
ら
の
引
用

一
ク
ス
タ
マ

樂
玉
五
月
五
日
小
兒
ノ
袖
ニ
縣
レ

之
以
二

五
色

ノ

彩
ヲ

一

作
之
爲
攘
惡
鬼
也
。
又
名
二

長
命
縷
一

。
又
曰
二

續

命
縷
一

。
見
二

于
下
學
集
一

。
〔
下
卷
五
オ
⑦
〕

〔
典
拠
本
文
〕

藥
玉

五
月
五
日
小
児

ノ

之
袖

ニ

之
ヲ

付
ク

以
テ

五
色

ノ

絲
ヲ

作
ル

レ

之
ヲ

爲
レ

攘
カ

二

悪
鬼

ヲ
一

又
名

ク
二

長
命
縷

ト
一

又

ク

ス

タ

マ

イ
ト

ハ
ラ
ワ
ン

曰
フ

二

續
命
縷

ト
モ

一

也
云
々
〔
器
財
門

⑥
〕

ル

110

一
魚
道
也
・
魚
ハ
同
シ
道
ヲ
ト
ヲ
ル
物
也
ト
云
説
ア
リ
・
サ
ル
ホ
ト
ニ
・
口
ノ
ア
タ
リ
タ
ル
所
ヲ
・
又
酒
ヲ
ト
ヲ
シ

・
ス
ヽ
ギ
捨
ル
ト
云
理
カ
魚
道
ノ
夲
文
未
考
之
・
／
下
學
集
云
・
魚
道
者
建
二

殘
盃

ヲ
一

也
・
以
二

餘
瀝
一

洗
レ

盃
痕
一

喩
之

コ
ホ
ス

魚
過

ル
ニ

ニ

舊
道
一

故
云
ニ

魚
道

ト
一

也
・
魚
雖
游
二

泳
大
海
・
終
不
レ

忘
二

旧
道

ヲ
一

者
之
・
是
又
出
所
未
詳
也
・
〔
下
卷

オ
20

③
〕〔

典
拠
本
文
〕

魚
道

魚
道
者
建
二

殘
盃

ヲ
一

器
也

以
テ

二

餘
瀝

ヲ
一

洗
二

杯
痕

ヲ
一

喩
三

之
ヲ

魚
ノ

過
ニ

旧
道
フ
ル
キ
ミ
チ
ヲ

一

故
ニ

云
フ

ニ

魚
道

ト
一

ゲ

ウ

タ

ウ

ハ

コ
ボ
ス

ザ
ン
ハ
イ

レ
キ

ア
ラ
フ

ハ
イ
コ
ン

タ
ト
フ

ス
ク
ル

キ
ウ

也

魚
ハ

雖
ト
モ

レ

游
二

泳
ス
ト

大
海

ニ
一

不
レ

忘
レ

ニ

旧
道

ヲ
一

者
也
〔
態
藝
門

⑥
〕

ユ

ウ

エ

イ

82

四
十
四

サ
キ
丁
ハ
正
月
・

イ
本
ニ
・

三
毬
打
ト
ア
リ
・

爆
竹

神
異
經
曰
・
西
方
ノ
山
中
ニ
有
二

長
一
尺
ノ
人
也
・
諸
人
見
レ

之
病
二

寒
熱

ヲ
一

焼
レ

竹
有
レ

聲
則
驚
去
不
來
・

サ
キ
チ
ヤ
ウ

左
義
長

一
説
曰
白
馬
寺
佛
經
ハ
左
ニ
置
・
儒
書
ヲ
ハ
右
ニ
置
試
放
火
焼
・
左
ノ
佛
經
ハ
不
焼
・
故
法
成
就
也
・

サ

ギ

ヂ

ヤ

ウ

東
土
哉
云
々
ト
喝
也
右
之
兩
説
・
見
二

于
下
學
集
本
據
・
雖
未
考
之
・
又
以
一
説
書
之
・
〔
下
卷

オ
⑩
〕

35

〔
典
拠
本
文
〕
村
口
本
『
下
學
集
』
〔
古
典
叢
書
刊
行
会
〕
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爆
竹

神
異
經
云
・
西
方
山
中

ニ

サ
キ
チ
ヤ
ウ

有
レ

人
長
一
尺
餘
。
人
見
レ

之
則

ン
ハ

病
二

タ
ケ

ミ
ル

ヤ
ム

寒
熱

ヲ
一

名
ヲ

日
二

山
臊

ト
一

以
レ

竹
ヲ

焼
ハ

レ

火
ニ

ナ

サ
ウ

タ
ク

有
レ

爆
々

ノ

声
一

則

驚

去
テ

不
レ

來
ト

。
正
月

ニ

用
二

―
―

ヲ
一

自
レ

此
始
也
歟
〔
器
財
門
〕

ハ
ク

ヲ
ト
ロ
キ

孰
れ
も
、
『
下
學
集
』
本
文
を
精
確
に
見
て
記
載
し
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
こ
こ
で
判
明
し
ま
す
。
所
々
、
省
略

改
字
し
て
居
ま
す
の
で
、
元
和
版
で
も
解
決
し
が
た
い
内
容
表
示
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
異
名
」
に
つ
い
て
注
解
す
る
箇
所

一
憂
ヲ
ワ
ス
ル
ト
・

酒
ノ
異
名
ヲ
忘
憂
君
ト
云
〔
下
卷

ウ
④
〕

31


